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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策や原油安を背景に、企業収益や雇用情勢が

改善し、景気は緩やかな回復基調にあるものの、円安による輸入原材料価格の上昇や、中国をはじめとする海外経

済の下振れが懸念されるなど、先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループにおきましては、原油価格の下落により、費用面において船舶燃料費は大幅に軽減されましたが、

同時に収入面において、燃料油価格変動調整金収入が減少しました。

このような状況の下、当社グループは、一昨年の伊豆大島台風災害後の観光復興にグループ一丸となって取り組

むとともに、ジェットフォイルによる臨時航路を拡大し、また、夏場の最多客期には企画商品の販売を強化するな

ど、東京諸島全体の観光需要の掘り起しに注力しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、旅客部門において、大島の最大イベント「椿まつり」をはじめ

臨時航路および夏場の集客により、旅客数は台風災害前の水準まで回復しましたが、貨物部門において、大島の災

害廃棄物の搬出が終了となり取扱量は大幅に減少しました。また、原油価格の下落により燃料油価格変動調整金収

入が減少し、売上高は８７億１千２百万円（前年同期９２億５千３百万円）となりました。

一方、費用面では船舶燃料費は減少しましたが、新造船・代替船の減価償却費の増加があり、営業利益は３億３

千１百万円（前年同期５億８百万円）、経常利益は３億５千万円（前年同期５億８千６百万円）、四半期純利益は２

億１千９百万円（前年同期３億４千９百万円）となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。

《海運関連事業》

主力の海運関連事業の旅客部門は、大島の最大イベントである「椿まつり」において、大島町と連携して東京都

の復興支援事業のＰＲの強化に努めるとともに、代替船ジェットフォイル「大漁」の就航を機に企画商品を造成し

集客に取り組みました。また第２四半期には清水・焼津・御前崎と東京諸島を結ぶ新たなルートを運航するなど、

ジェットフォイルによる臨時航路を拡大させ、新規需要の獲得を図り、さらに夏場の最多客期は、個人向け商品や

旅行会社との連携商品の販売強化に努めました。この結果、旅客数は一昨年の台風災害後の落ち込みから回復し、

シルバーウィークや「東京湾納涼船」などの集客も好調に推移したことから、全航路の旅客数は７０万人（前年同

期６５万７千人）となりました。

一方、貨物部門は、大島の災害廃棄物の搬出が終了したことにより、貨物取扱量は全島で２２万３千トン（前年

同期２７万６千トン）と大幅に減少しました。

この結果、当事業の売上高は、原油価格の下落による燃料油価格変動調整金収入の減少もあり、６６億２千２百

万円（前年同期７０億８千７百万円）、費用面では船舶燃料費は減少したものの、新造船「橘丸」や代替船ジェット

フォイル「大漁」の減価償却費の増加があり、営業利益は６億６千７百万円（前年同期８億８千９百万円）となり

ました。

　

《商事料飲事業》

当事業の料飲部門は、「東京湾納涼船」の売上が好調に推移しましたが、中心となる商事部門において、原油価格

の下落による燃料油販売単価の値下りがあり、また、一部の島での公共工事の減少により島嶼向けのセメント販売

が減少しました。この結果、当事業の売上高は１０億５千４百万円（前年同期１２億２千４百万円）、営業利益は５

千万円（前年同期７千１百万円）となりました。

　

《レストラン事業》

東京湾周遊のレストランシップ事業は、新たな個人向けの企画商品や、イベント船の企画、産地限定の食材を使

用したメニューの提供に取り組みましたが、依然として婚礼客が低調に推移し、全クルーズでの利用客数は８万３

千人（前年同期８万４千人）となりました。この結果、当事業の売上高は７億３千２百万円（前年同期７億７千６

百万円）、営業損失は４百万円（前年同期営業利益１千５百万円）となりました。
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《ホテル事業》

大島温泉ホテル事業は、「椿まつり」の観光客が回復し、また、「ジェットフォイル大漁就航記念ツアー」、豊富な

海の幸を前面に出した企画商品、東京都の復興支援事業の「宿泊助成金」の効果もあり、利用客は好調に推移しま

した。この結果、当事業の売上高は２億３千３百万円（前年同期１億７千８百万円）、営業利益は１千４百万円（前

年同期営業損失７百万円）となりました。

　

《旅客自動車運送事業》

当事業の中心となる大島島内におけるバス部門は、ホテル事業同様、「椿まつり」の観光客の回復や「ジェットフ

ォイル大漁就航記念ツアー」による利用客の増加がありました。また、夏場の「フリーきっぷ」の販売も好調に推

移した結果、当事業の売上高は２億３千万円（前年同期１億８千７百万円）、営業利益は１千３百万円（前年同期営

業損失１千５百万円）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は１４５億９千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億６千万円減

少しました。その主な要因は、船舶等の減価償却により、有形固定資産が１億６千８百万円減少したことなどによ

るものです。

負債は１００億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億９千６百万円減少しました。その主な要因は、未

払法人税等が１億５千１百万円、支払手形及び営業未払金が１億１百万円、諸引当金が１億１百万円それぞれ増加

したのに対し、借入金が返済により８億３千９百万円減少したことなどによるものです。

純資産は４５億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ２億３千６百万円増加しました。その主な要因は、利

益剰余金が１億７千５百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成２７年１２月期の業績予想につきましては、平成２７年８月３日に公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」から変更ありません。

　

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

　

（４）追加情報

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成27

年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率等の

引下げ等が行われることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率を、平成28年１月１日に開始する

連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については従来の35.6％から33.1％に、平成29年１月１日以降に開始す

る連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については35.6％から32.3％に変更しております。

この結果、繰延税金資産が31百万円、繰延税金負債が2百万円それぞれ減少し、当第３四半期連結累計期間に計上

された法人税等調整額が32百万円、その他有価証券評価差額金が5百万円それぞれ増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,561 2,973

受取手形及び営業未収金 1,289 1,104

商品及び製品 66 57

原材料及び貯蔵品 252 269

繰延税金資産 56 65

その他 400 127

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 4,624 4,597

固定資産

有形固定資産

船舶 15,707 15,524

減価償却累計額 △9,209 △8,612

船舶（純額） 6,497 6,911

建物及び構築物 1,380 1,483

減価償却累計額 △993 △1,007

建物及び構築物（純額） 387 476

土地 302 277

建設仮勘定 817 125

その他 1,367 1,463

減価償却累計額 △1,134 △1,183

その他（純額） 232 279

有形固定資産合計 8,237 8,069

無形固定資産 145 129

投資その他の資産

投資有価証券 1,269 1,345

繰延税金資産 338 311

その他 228 221

貸倒引当金 △91 △81

投資その他の資産合計 1,745 1,797

固定資産合計 10,128 9,996

資産合計 14,753 14,593
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 829 930

短期借入金 1,891 1,538

未払法人税等 17 168

賞与引当金 33 143

その他 729 820

流動負債合計 3,502 3,601

固定負債

長期借入金 5,323 4,837

繰延税金負債 39 30

退職給付に係る負債 1,275 1,294

特別修繕引当金 152 144

その他 106 93

固定負債合計 6,897 6,401

負債合計 10,399 10,003

純資産の部

株主資本

資本金 1,100 1,100

資本剰余金 693 693

利益剰余金 2,357 2,532

自己株式 △8 △8

株主資本合計 4,142 4,317

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 99 122

退職給付に係る調整累計額 △88 △23

その他の包括利益累計額合計 10 98

少数株主持分 200 174

純資産合計 4,353 4,590

負債純資産合計 14,753 14,593
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高

海運業収益 7,058 6,591

その他事業収益 2,195 2,120

売上高合計 9,253 8,712

売上原価

海運業費用 5,620 5,350

その他事業費用 2,091 1,977

売上原価合計 7,711 7,327

売上総利益 1,541 1,384

販売費及び一般管理費 1,033 1,053

営業利益 508 331

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 8 8

持分法による投資利益 71 50

貸倒引当金戻入額 13 10

賃貸料 9 9

その他 26 25

営業外収益合計 130 105

営業外費用

支払利息 40 76

その他 11 10

営業外費用合計 52 86

経常利益 586 350

特別利益

国庫補助金 541 -

固定資産売却益 - 48

特別利益合計 541 48

特別損失

固定資産圧縮損 541 -

減損損失 - 24

特別損失合計 541 24

税金等調整前四半期純利益 586 373

法人税、住民税及び事業税 224 189

法人税等調整額 △27 △32

法人税等合計 197 157

少数株主損益調整前四半期純利益 389 216

少数株主利益又は少数株主損失（△） 40 △3

四半期純利益 349 219
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 389 216

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6 23

退職給付に係る調整額 - 65

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 7 87

四半期包括利益 396 303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 356 307

少数株主に係る四半期包括利益 40 △3
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　 （継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

　 （セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 7,058 1,066 774 178 176 9,253 - 9,253

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
29 158 2 0 10 200 △200 -

計 7,087 1,224 776 178 187 9,454 △200 9,253

セグメント利益

又は損失（△）
889 71 15 △7 △15 952 △443 508

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△443百万円には、セグメント間取引消去△7百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△436百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 6,591 940 730 233 217 8,712 - 8,712

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
30 114 1 0 13 160 △160 -

計 6,622 1,054 732 233 230 8,873 △160 8,712

セグメント利益

又は損失（△）
667 50 △4 14 13 741 △409 331

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△409百万円には、セグメント間取引消去△5百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△404百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 報告セグメントの利益又は損失(△)の算定方法の変更

　 当社は、平成27年４月１日付で組織変更を行い、全社管理部門の海運関連に係る組織を「運航本部」とし

て区分いたしました。これに伴い、役務の提供関係がより明確になったことから、従来共通費用としていた

費用の一部を、第２四半期連結累計期間より「海運関連事業」に配賦しております。

　 この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が、「海運関連事業」で41百

万円減少し、「調整額」が同額増加しております。

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　 報告セグメントに帰属しない遊休土地の一部について時価が下落したため、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、減損損失として24百万円を計上しております。
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